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組
合
設
立
三
十
年

事
業
進
捗
率

約

％

幹
線
道
路
…
白
鳥
線
の
早
期
整
備
が
重
要
課
題

組
合
長

松
原

英
雄

晩
秋
の
候

皆
様
方
に
は
、
日
頃
よ
り
組
合
事
業
に
ご

理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

平
成
五
年
九
月
九
日
の
組
合
設
立
か
ら
早

く
も
三
十
年
と
な
り
ま
し
た
。
お
か
げ
さ
ま

で
事
業
も
約
八
十
％
ほ
ど
進
み
、
残
工
事
の

大
半
は
東
部
の
幹
線
道
路
「
白
鳥
線
」
及
び

周
辺
の
関
連
道
路
等
で
ご
ざ
い
ま
す
。
な
お
、

今
後
の
円
滑
な
事
業
推
進
の
た
め
、
清
算
金

へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

さ
て
、
令
和
五
年
七
月
二
十
二
日
に
総
代

会
を
開
催
し
て
、
令
和
四
年
度
の
収
支
決
算

等
及
び
事
業
計
画
の
一
部
変
更
の
承
認
を
得

ま
し
た
。
続
い
て
九
月
二
十
四
日
に
は
、
総

会
で
役
員
の
改
選
を
、
さ
ら
に
十
一
月
五
日

に
は
総
代
の
改
選
を
行
い
ま
し
た
。
以
下
、

そ
の
概
要
に
つ
い
て
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。
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残事業費の概要（事業計画上）

整備が進む

東谷橋南交差点南側

東谷橋南交差点

（令和５年４月１日時点）

※南より北を望む

令和4年度

決算累計

（億円） （億円） （％） （億円）

収入金 494.0 445.9 90.3 48.1

支出金 494.0 438.4 88.7 55.6

繰越金等 7.5

区　分
残事業費進捗率事業計画

収入金

支出金 88.7％

90.3％ 9.7％

11.3％

進捗率 残事業

残工事箇所図
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（単位：円）

科　目 決算額 予算額 増　減

補助金・負担金等 202,237,772 468,533,000 -266,295,228

保留地処分金 739,910,190 500,000,000 239,910,190

雑収入 2,677,453 1,010,000 1,667,453

前年度繰越金 981,288,843 830,457,000 150,831,843

計 1,926,114,258 1,800,000,000 126,114,258

（単位：円）

科　目 決算額 予算額 増　減

事務所費等 83,840,873 65,250,000 18,590,873

工事費 493,066,700 833,510,000 -340,443,300

調査設計費等 156,390,512 239,550,000 -83,159,488

負担金 0 0 0

借入金償還金 200,000,000 200,000,000 0

借入金利子 658,693 3,000,000 -2,341,307

予備費等 0 100,000,000 -100,000,000

翌年度繰越金 992,157,480 358,690,000 633,467,480

計 1,926,114,258 1,800,000,000 126,114,258

〇収入の部

〇支出の部

事業計画の一部変更（案）令和４年度収支決算

＜収支決算の概要＞

・収入は、保留地処分金及び令和３年度からの繰越金が約

3.9億円の増額

・支出は、東谷橋南交差点の工事等が令和５年度への繰越

のため約3.4億円の減額

などにより、令和５年度への繰越金が約6.3億円の増額とな

りました。（定期監査：令和５年６月２０日）

多
く
の
皆
様
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
無
事
、
役
員

及
び
総
代
の
選
挙
を
執
り
行
う
こ
と
が
で
き
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。（
組
合
員
数
一
九
〇
五
名
）

御 礼

186街区

185街区

←野添川

②拡大図

近
年
は
保
留
地
を
順
調
に
処
分
し
て
い
る
た
め
、

保
留
地
購
入
者
を
ご
紹
介
い
た
だ
い
た
方
に
お
礼
を

す
る
制
度
を
廃
止
い
た
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
ご
協

力
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

報 告

＜変更概要＞

１．公共施設整備計画の変更

（１）道路の変更 （道路の新設等） 図①～③

（２）水路の変更 （河川区域の追加）

２．事業施行期間の変更

変更前 平成 5年 9月 9日 ～ 令和 9年 3月31日

変更後 ～ 令和12年 3月31日

（白鳥線等の整備について地権者交渉が難航のため）

３．資金計画の変更

総事業費４９４億円を４９６億円に変更

（主に国道１５５号線整備主体の名古屋市から負担金

を受領し組合が工事を実施することになったため）

①本組合では

橋梁を設置しない

②

事務所費等

0.8億円

工事費

4.9億円

調査

設計費等

1.6億円借入金

償還金

2.0億円

5年度への

繰越金

9.9億円

3年度からの

繰越金

9.8億円
保留地

処分金

7.4億円

補助金・

負担金等

2.0億円

収 入
（総額19.3億円）

支 出
（総額19.3億円）

③

＜詳細＞

③拡大図

筧池
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変更後雨水管

廃止雨水管

廃止区画道路
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